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は じ め に 

 

熊本市は、熊本城を中心に都市機能が充実した中心市街地と、豊かな自然や良好

な農漁村地域等で形成される、九州中央における広域交流の主要都市である。 

平成 28年の熊本地震を踏まえ、地元経済界では、持続的な都市の発展はもとよ

り、熊本地震からの創造的復興を実現させるため、都市圏交通網強化プロジェクト

等を反映した「熊本市中心市街地グランドデザイン 2050」を取りまとめたところ。 

 

このような中、都市の発展のために不可欠である広域的な道路ネットワークの形

成と円滑な道路交通を確保するため、これまで熊本県内の高規格道路が着実に整備

され、熊本と九州各県や県内各都市との連携・交流機能の強化が図られてきた。 

一方、熊本都市圏においては、慢性的な交通渋滞により、熊本市中心部と九州縦

貫自動車道や阿蘇くまもと空港などの交通拠点のアクセス性が非常に低く、都市圏

内の渋滞解消が長年の課題となっている。 

 

これらの状況を踏まえて、熊本県と熊本市は、本年６月に策定された「熊本県新

広域道路交通計画」において「10分・20分構想」を掲げ、交通拠点等へアクセス

する「熊本都市圏北連絡道路」、「熊本都市圏南連絡道路」、「熊本空港連絡道路」

の３つの路線を高規格道路として位置づけており、地元経済界としても都市圏の高

規格道路整備に大いに期待を寄せている。 

 

我々は「10 分・20 分構想」の一日も早い実現に向け、「熊本都市圏道路経済効

果等検討会」を設立し、構想の実現が熊本県のみならず九州全体へ与える様々な経

済効果について調査するとともに、市民や道路利用者の理解を深め、地域の機運醸

成に繋がる効果的な取り組みを行う。 
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熊本県新広域道路交通計画（R3.6 月策定）の概要
 

広域道路ネットワークにおける４つのコンセプト 



 

 



 

 



 

 

検 討 会 開 催 概 要 

 

第１回検討会 

【日  時】 令和３年１１月５日（金）１５時～１７時 

【開催場所】 桜の馬場 城彩苑 ２F 多目的交流室 

【出欠状況】 全構成員出席 

 

(１)．議事次第 

１） 検討会設立の背景と趣意 

２） 要綱（案）について 

３） 現下の交通状況による経済損失と「10分・20分構想」による期待 

４） 経済波及効果等の調査検討の進め方 

 

(２)．審議結果 

〇熊本都市圏連絡道路経済効果等検討会要綱（案）を承認。 

〇座長を熊本大学 円山琢也准教授とすることを決定。 

〇「10分・20分構想」の経済波及効果等の調査検討の進め方について了承。 

 

(３)．議事のまとめ 

〇「10 分・20 分構想」は人流・物流・観光・災害ネットワークなどの面におい

て、熊本はもとより九州においても必要であることを共有。 

〇「10 分・20 分構想」の周知と併せたアンケートを行うこととし、生活者目線

を意識した表記や、幅広い層への意見聴取に配慮すること。 

〇経済効果については生活者の目線、将来に向けた具体的なイメージが持てる形

で整理すること。 

 

 



 

 

第２回検討会 

【日  時】 令和４年１月２０日（木）１０時～１２時 

【開催場所】 熊本市役所 議会棟２階 教育市民委員会室 

【出欠状況】 全構成員出席 

 

(１)．議事次第 

１） 本検討会の進め方 

２） 第１回検討会概要 

３） アンケート・ヒアリング調査結果の概要 

４） 10分・20分構想の実現による効果について 

 

(２)．審議結果 

〇経済波及効果の算出方法及び取りまとめの方向性について了承。 

 

(３)．議事のまとめ 

〇「10 分・20 分構想」の経済効果の高さは十分うかがえる。今後は、アンケー

ト回答数が少なかった大学生への周知を含め、ワークショップや出前講座を行

うと共に、世代別での生活の変化を市民目線でわかりやすく発信し、より多く

の方に知っていただけるような継続的な周知広報が必要。 

〇アンケートでは早期実現を望む声が多く見られる。計画の早期実現には行政の

みならず経済界との連携が不可欠。今後も早期実現に向けた活動を充実する必

要がある。 

〇「10 分・20 分構想」の実現に向けた取組みを進めるとともに、短中期的な渋

滞対策、公共交通との連携施策やまちづくり等も考えていく必要がある。 

〇アンケートの自由意見を取りまとめるとともに、次年度以降、世代別での傾向

など様々な検証に活用することが重要。 



 

 

第３回検討会 

【日  時】 令和４年３月４日（金）１０時～１２時 

【開催場所】 熊本城ホール ３階 B2会議室 

【出欠状況】 全構成員出席 

 

(１)．議事次第 

１）本検討会の進め方 

２） 第２回検討会概要 

３） アンケート自由意見の整理結果報告 

４） 10分・20分構想の実現による効果について 

５） 検討会報告書について 

 

(２)．審議結果 

 

 

(３)．議事のまとめ 

 

 



 

 

検 討 会 の 議 事 概 要 
 

１．熊本都市圏の道路網における交通課題と経済損失         

〇福岡・広島都市圏と比較して、熊本は環状道路と中心部の道路整備が遅れてお

り、熊本市中心部における自動車の平均速度は、全国の政令指定都市の中でワ

ースト１位。 

〇中心部～各交通拠点間へのアクセス性が低く、輸送時間の長さや時間の不確実

性が問題視されている。 
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■熊本都市圏道路網の現状

■交通拠点との所要時間 ▲熊本都市圏道路網の現状 

▲中心部（市役所）～各交通拠点間の所要時間 



 

 

〇熊本市民の渋滞損失額は約 17～24万円/年、熊本県民の渋滞損失額は 1人当た

り約 13～17万円/年であり、経済活動や生活に大きな影響を及ぼしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇平成 28年熊本地震では、九州縦貫道（植木 IC～八代 IC）が発災後から約 2週

間通行止めとなり、輸送時間は約 2.8倍、輸送コストは約 1.5倍となる経済損

失が生じた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲県民・市民の渋滞損失の試算 

▲災害時の経済損失 



 

 

２．アンケート及びヒアリング調査等について          

〇市民アンケートの回答数は 10,986 件、若い世代に向けた学生アンケートの回

答数は 4,210件、企業アンケートは県内外の製造業・運輸業等を中心に 556社

となるなど非常に多くの回答をいただいた。 

〇ヒアリングは、企業及び団体 24 社に対し実施した。加えて、熊本青年会議所

及び東海大学の学生と意見交換会を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲熊本日日新聞 (令和 3年 12月 22日 11面) 

◀◀

▲熊本青年会議所との意見交換会 

▲東海大学 出前講座 

〇アンケート

対象
アンケート

方法
実施期間 対象の詳細

回収状況
（票）

住民

Web調査

令和3年12月6日～
令和4年1月15日

主に熊本県・熊本市の地域住民・自治体・民間等

webモニター 7,014 
市民アンケート 3,972

小計 10,986

学生
令和3年12月13日～

令和4年1月15日
主に熊本県・熊本市の高校生・大学生 4,210 

企業
郵送調査
(3,002社)

令和3年12月10日～
令和3年12月20日

県内外の製造業、運輸業、宿泊業、飲食業、農林水産業 556 

アンケート回収状況 計 15,752 
〇企業・団体ヒアリング

対象
ヒアリング

方法
実施期間 対象の詳細

実施数
（社）

企業・団体
電話

TV会議
対面

令和3年12月6日～
令和4年1月15日

主に熊本県内の企業（運輸業、製造業）、
県内の団体（観光系、運輸系、製造・産業系）

熊本市消防局・菊池広域連合消防本部
24 

〇意見交換等
対象 意見交換 実施期間 意見交換の詳細

熊本青年会議所会員 対面 令和3年11月29日 熊本県新広域道路交通計画の「１０分・２０分構想」に関する意見交換

東海大学 学生 対面 令和3年12月13日
熊本県新広域道路交通計画の「１０分・２０分構想」の出前講座、

現在の熊本都市圏の道路状況に関する意見交換

▲アンケート及びヒアリング調査等の概要 



 

 

〇住民アンケートの回答割合は熊本市在住者が約 6割、熊本都市圏在住者が約 8

割であった。 

〇現状の道路網に対して不満を感じている人は全体で約 6割。 

〇「10分・20分構想」への期待は「渋滞緩和・移動時間短縮」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇本構想への認識は、住民・企業ともに約 3割、学生が約 1割と低いが、利用意

向は住民で約 9割、企業で約 7割、学生で約 5割と高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路を利用した移動の満足度 

とても満足 ,  

7% 

やや満足 ,  

33% やや不満 

足 ,  38% 

不満足 ,  

22% 

「１０分・２０分構想」への期待 

 新広域道路交通計画の認識 「10分・20分構想」への認識 「10分・20分構想」の利用意向 

▲本構想への認識（住民アンケート結果） 

▲住民アンケート結果概要 



 

 

〇高校生などの若い世代の意見では、県内で就職・居住したい割合が現状で約 4

割であり、本構想実現後、「熊本の魅力が上がる」と感じる割合が約 5 割、県

内での就職・居住意向が高まると回答した割合は約 3割であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇自由回答では、住民・企業ともに「渋滞の緩和、移動時間短縮」や「構想の早

期実現」が特に多く、その他、「生活の質や充実度の向上」など多方面に期待

する意見があった。 

〇一方で、「右折レーン増設など他の路線整備を優先」など現状の渋滞対策への

取組みを望む意見や、財源確保を懸念する意見もあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲本構想への認識（学生アンケート結果） 

▲「10分・20分構想」と現在の道路交通に対する意見（住民アンケート自由回答結果） 



 

 

３．「10分・20分構想」の実現による効果         

(１)．定性効果 

〇「10 分・20 分構想」の実現による定時性や速達性等の向上は、県民市民のく

らしや産業などに様々な効果をもたらし、熊本県並びに九州の発展への貢献や

SDGｓの推進が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇くらし・教育においては、移動時間短縮により、他の活動へ充当する時間が増

加。生活の質の向上などが期待される。 

 

 

 

 

 

 

▲「10分・20分構想」の実現による様々な効果 

定時性・速達性向上

安全性向上

１０分・２０分構想
実現

帰宅時間が20分短縮したら・・・

余暇活動が充実した上質な生活都市ワークライフバランス・
子育て環境の充実

移動時間によるすきま時間が増加したら・・・

育児

団らん・家事

買い物

ストレス軽減 住みやすさ

運動

趣味・くつろぎ

ウォーキング等による健康寿命増進

日常生活に運動時間が加われば・・・

勉学

▲くらし・教育において期待される効果 



 

 

〇まちづくり・交通においては、広域道路による新たな道路空間の活用や新技術

の導入により、住み続けたい、住んでみたいまちの形成が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇産業・観光においては、企業の集積、観光客誘致にも寄与し、企業立地のポテ

ンシャル上昇や観光周遊性の向上が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲まちづくり・交通において期待される効果 

定時性・速達性に
優れた道路網実現

物流活性化

企業誘致増

周遊性の向上

新たな観光需要による交流人口の増加

企業立地の価値上昇による産業振興

雇用の増加による定住人口の増加

産業集積・周遊性の向上

半導体企業の誘致

県内での周遊性向上

県外との周遊性向上

関連企業との
取引活性化

写真は熊本県観光連盟「くまもとぐるりんマップ」より

更なる企業集積

▲産業・観光において期待される効果 



 

 

〇環境においては、走行速度の上昇による燃費向上・CO2 削減により、グリーン

社会への貢献や気候変動リスクの抑制が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇医療においては、緊急車両の帰署時間の短縮による、待機車両の安定的な確保

や搬送中の揺れ・振動などの患者への負担軽減も期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲医療において期待される効果 

▲環境において期待される効果 



 

 

〇災害対策においては、ダブルネットワークの確保等により、救助・救援活動の

円滑化や迅速な復旧が期待され、都市レジリエンス強化につながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇熊本都市圏における移動時間を距離に置き換えた場合、福岡市と比較し熊本市

中心部への道のりは遠い。九州のラストピースとなる本構想の実現は、人流・

物流の活性化に貢献し、九州全体への効果が期待される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：第3回熊本都市道路ネットワーク検討会

救助・救援の円滑化

           確保

道路が避難所

迅速な復旧

罹災被害軽減

【熊本地震後の輸送時間・輸送コスト】

出典：道路行政セミナー2014.1

避難スペース

▲災害対策において期待される効果 

▲九州において期待される効果 



 

 

(２)．定量効果 

〇熊本県域を対象とした経済波及効果は、年間約1,500億円と算出され、その他、

災害発生時の売上減少が抑制される効果は約 3,600億円と算出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「10 分・20 分構想」実現に向けた提言 
 

 

１．継続的な周知広報と機運醸成 

〇本検討会においては、「10 分・20 分構想」の経済効果は非常に高いと認識す

る一方、アンケート結果によると、本構想に対する県民市民等の認識度は十分

とは言えない。本構想の実現には、県民市民をはじめとする道路利用者の理解

が不可欠であることから、今後も、パンフレットの活用やシンポジウムの開催

など継続的な周知広報活動を行いつつ、機運醸成に努める必要がある。また、

構想実現に際しては、財政面などを懸念する声も見られたことから、様々な意

見に耳を傾けていくことが求められる。 

 

 

２．早期実現に向けた取組の強化 

〇「10 分・20 分構想」により非常に大きな経済効果が期待されるうえ、アンケ

ートにおける県民市民や企業等の意見でも、本構想の早期実現を望む声が数多

く見られたことから、熊本都市圏及び県全体の持続可能な発展に向け、本構想

の早期実現が強く求められる。また、本構想の早期実現にあたっては、行政と

経済界及び地域が連携し、一丸となった建設促進に取組む必要がある。 

 

 

３．即効性の高い渋滞対策と公共交通施策との連携 

〇「10 分・20 分構想」の実現に向けた取組みを進めるとともに、熊本都市圏に

おける喫緊の課題である交通渋滞の軽減を図るため、道路改良等による短中期

的な渋滞対策や公共交通との連携施策を講じるなど、持続可能なまちづくりを

見据えた交通体系を構築していく必要がある。 

 

 


